
本
殿
前
に
於
い
て

巡
幸
前
に
祭
典
を

行
い
、
子
供
た
ち

が
夏
の
暑
い
季
節

よ
り
懸
命
に
稽
古

し
た
豊
栄
ノ
舞
を

奉
納
致
し
ま
し
た
。

玉
村
八
幡
宮 

歳
時
記

平
成
二
十
二
年
は
、
本
殿
が
群
馬
県
内
最
初
の
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
県
内
で
も
優
れ
た

規
模
と
格
式
を
持
つ
玉
村
八
幡
宮
が
角
渕
の
地
よ
り
下
新
田
の
地
へ
遷
座
し
、
四
〇
〇
年
（
慶
長
十

五
年
・
一
六
一
〇
年
）
の
節
目
の
年
を
迎
へ
、
例
大
祭
に
併
せ
奉
祝
記
念
大
祭
を
斎
行
致
し
ま
し
た
。

 

平
成
二
十
二
年

  

　
八
月
一
日
よ
り

        

十
二
月
三
十
一
日

・
稚
児
行
列

玉
村
八
幡
宮
遷
座
四
〇
〇
年
奉
祝
記
念
大
祭

社殿前で集合写真社殿前で集合写真

一
月 

一
日(

元
旦)

　
　  

　

・
歳
旦
祭

一
月
一
日
～
三
十
一
日
・
厄
除
特
別
祈
祷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
八
方
除
特
別
祈
祷

一
月
十
日
　
　
　
　
　
・
人
形
感
謝
祭

一
月
三
十
日
　
　
　
　
・
大
規
模
消
防
訓
練

二
月 

十
二
日(

戌
年
生)

　
　 

十
三
日(

亥
年
生)  

・
戌
亥
八
幡
崇
敬
会
大
祭

　
平
成
二
十
三
年
新
し
き
年
を
迎
え
、
皇
室
の
弥
栄
と
国
家
の
隆
昌
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
氏
子

崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
玉
村
八
幡
宮
遷
座
四
〇
〇
年
奉
祝
記
念
大
祭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
協
力
に
対
し
誠
に

有
難
く
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
本
年
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

宮司

参道の稚児様子

参道

・
健
康
長
寿
幸
せ
行
列

七
十
二
名
の
お
子
様
に
参
加
し
て
頂
き
、
子
育
て
八
幡

さ
ま
の
御
神
徳
を
頂
き
、
お
子
様
の
心
身
健
や
か
な
る

成
長
と
御
守
護
を
御
祈
願
致
し
ま
し
た
。

　
・
神
幸
祭
祭
典

健康長寿行列の様子

・
神
幸
祭
巡
幸

六
十
歳
代
の
方
は
赤
色
裃
風
羽
織
、
七
十
歳
代
の
方
は

紫
色
裃
風
羽
織
、
八
十
歳
以
上
の
方
は
黄
色
裃
風
羽
織

と
色
分
け
し
、
健
康
長
寿
を
御
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

雅楽と巫女

龍舞衆

祭
典
後
、
参
道
に
行
列
順
に
整
列
。
行
列
は
ま

ず
隋
神
門
を
く
ぐ
り
出
発
し
大
鳥
居
を
左
折
。

日
光
例
幣
史
道
の
国
道
三
五
四
号
を
皆
様
に
ご
協

力
頂
き
片
側
通
行
止
め
と
し
、
玉
村
小
学
校
前
を

左
折
し
た
後
、
神
社
へ
と
巡
幸
致
し
ま
し
た
。

神
幸
祭
終
了
後
、
燈
籠
宵
ま
つ
り
に
於
い
て
、
上

州
雅
楽
会
の
奉
納
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

神事の様子

巫女舞の様子

若連と御神輿

宮司と役員

国道３５４号

雅楽演奏


